
筑波観光鉄道株式会社に対する業務監査の実施結果 

項  目 主 な 取 組 み 状 況 等 所    見 所見に対する回答 

１．運賃等に関する事項 

（１）関係法令、通達に基

づく諸手続等 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連絡運輸・乗継割引・

企画乗車券等 

 ①連絡運輸 

 

 

 

 

・筑波観光鉄道株式会社（以下「筑

波観光鉄道」という。）における

運賃・料金設定等に関する諸手続

については、関係法令等に基づき

適正に処理されている。なお、現

行の鋼索鉄道の運賃については、

平成２６年３月２０日に認可を

受け、索道の運賃については、平

成２６年２月２８日付けで届出

を提出し、平成２６年４月１日よ

り実施している。 

また、鉄道運輸規程第４条に基づ

く運賃表、その他運輸上必要とな

る旅客営業規則等の備え付け、鉄

道運輸規程第８条に基づく運賃

表、時刻表の掲示については、現

地調査を行った各駅において適

切に実施されており、鉄道運輸規

程第１２条に基づく乗車券の券

面表示（通用区間、通用期間、運

賃額及び発行の日付）について

は、適正に記載されていた。 

 

 

 

・連絡運輸については、他社線と

接続していないため、実施してい

ない。 

 

 

・関係法令、通達に基づき適正に

処理されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・引き続き、関係法令、通達に基づき

適正に実施してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②乗継割引 

 

 

 

③企画乗車券 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④福祉割引 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ＩＣカードシステム 

 

 

 

 

 

（３）駅務機器類関係 

 

 

・乗継割引については、他社線と

接続していないため、実施して

いない。 

 

・企画乗車券については、筑波観

光鉄道が販売している「夜の空

中散歩」「往復セット割引乗車

券」「連絡片道乗車券」の他に、

首都圏新都市鉄道株式会社（つ

くばエクスプレス）が販売して

いる「筑波山きっぷ」、ジェイア

ールバス関東株式会社が販売し

ている「筑波山ストーリー」の

５種類がある。また、「ＪＡＦカ

ード」及び「ＳＤカード」の提

示による運賃の割引を実施して

おり、旅客誘致に努めている。 

 

・身体障害者及び知的障害者、精

神障害者に対する運賃の割引は

実施されている。また、身体障

害者及び知的障害者の介護者に

ついても、等級に応じ、運賃の

割引が実施されている。 

 

・Ｓｕｉｃａ及びＰＡＳＭＯに搭

載されているＳＦ機能により宮

脇駅とつつじヶ丘駅の２駅にお

いて、乗車券を購入することが

出来る。 

 

・自動券売機等の駅務機器類の設

置については、利用実態等を勘

案して必要台数を設置してい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＳＦ機能で乗車券が購入出来る

ことは評価できるが、ホームペ

ージ及び切符売り場への案内の

充実について検討することが望

まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＳＦ機能での乗車券購入について、

ホームページ及び切符売り場への 

案内を充実してまいります。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

（４）運賃・料金の誤表示、

誤収受関係 

   

 

 

 

 

（５）その他 

①偽造紙幣等の対応 

 

 

 

②無料乗車証 

る。但し、自動改札機の設置が

無いため、入出札は有人での対

応となっている。また、設置に

係る基準は設けていない。 

 

・運賃誤表示、誤収受は発生して

いない。 

 

 

 

 

 

 

・偽造紙幣等が発見された場合、

発生箇所から本社へ報告し、警

察等への連絡を行っている。 

 

・無料乗車券は、茨城県、茨城森

林管理署、つくば市、地元ホテ

ル関係者に発行し、関係者が業

務上必要な時に使用することが

可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

・運賃収受の信頼性の確保は、鉄

道事業者の社会的信用を維持す

るために最も重要な課題である

ことから、引き続き、誤収受・

誤表示の防止に向けた取り組み

が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

・適正な表示・収受の重要性を認識 

して業務に取り組むよう注意喚起 

を継続し、引き続き、誤収受・誤 

表示の防止に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．情報提供に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ホームページを通じて、財務等

に関する情報、運行情報、運賃、

時刻表等鉄道（索道）利用に関

する情報提供を行っている。ま

た、イベントや観光情報等、観

光地としてのＰＲにも力を入れ

ている。 

なお、ホームページによる情報

提供は、日本語のみ対応してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．駅等での案内情報に関

する事項 

（１）案内サイン表示の整

備状況について 

 

 

（２）バリアフリー施設の

案内サイン表示の整備

状況について 

 

 

 

（３）車両内での案内情報

の状況提供 

 

 

 

・宮脇駅では、ＬＥＤ表示器によ

り日本語と英語で運行案内がさ

れている。 

 

・多目的トイレ誘導サイン・位置

サインについては、宮脇駅にお

いて設置済みである。また、位

置サインについては、つつじヶ

丘駅において設置済みである。 

 

・車両内では乗客定員数や運行ス

ピードといった車両に関する情

報とともに観光案内の放送がさ

れている。また、禁煙・携帯電

話使用不可の表示もされてい

る。 

 

 

 

・引き続き、外国人観光客への案

内も含めてより充実した案内表

示が期待される。 

 

 

 

・案内サイン表示について、外国人 

観光客への案内等更に充実してま

いります。 

４．バリアフリー対策に関

する事項 

 

 

 

 

 

 

 

・つつじヶ丘駅においては、駐車

場から駅改札口までスロープが

整備されており、車いすの利用

者でも利用できる環境（車両に

乗り込めるようにスロープ板） 

が整っている。また、貸出し用

の車いすが設置されている。頂

上駅である女体山駅では、展望

台があり、その手すりには車い

すの方の目線に合わせて柵があ 

り、視界の邪魔にならないよう

な配慮をしている。 

宮脇駅及び筑波山頂駅において 

は、ホームが階段状になってお 

・バリアフリー化の整備について

は、地形上難しいが、ソフト面

のバリアフリー（心のバリアフ

リー）の充実も引き続き整備の

検討が期待される。 

 

・社員教育において、引き続き、車 

いす利用者や高齢者への介助の必

要性を説き、対応の充実を図って 

まいります。 



 り、段差解消等のバリアフリー

化は困難であるので、車いす利

用者に対しては、駅係員が数名

で乗降の介助を行っている。 

 

  

５．外国人観光旅客等への

対応に関する事項 

 

 

 

 

 

・券売機には英語表記（一部３カ

国語）がされている。また、つ

つじヶ丘駅の待合室にはｗｉ－

ｆｉ利用可能エリアがある。さ

らに、外国人からの要望があれ

ばつくば市作成の観光案内を配

布している。 

・他方、現在、外国人観光旅客等

を対象とした企画乗車券の設定

は行われていないが、近隣のつ

くば学園都市には多数の外国人

が居住すること、東京オリンピ

ックの開催に伴う外国人旅行者

の増加が見込まれることから、

他の交通事業者と連携した外国

人観光旅客等を対象とした企画

乗車券の設定及びＨＰやパンフ

レット等の活用及び更なる外国

語表示を充実することが期待さ

れる。 

・外国人観光旅客を対象とした企画 

乗車券については、関係交通事業 

者と連携して、検討してまいりま

す。また、ＨＰやパンフレットの 

外国語版の検討をすると共に駅構

内の外国語表示を更に充実してま

いります。 

６．乗継円滑化措置に関す

る事項 

（１）直通運転等の実施に

ついて 

 

（２）ダイヤ調整 

 

 

 

 

・他社線との直通運転は実施して

いない。 

 

・他社線との乗換駅がないので、

調整はしていない。 

 

  



７．輸送障害時等の旅客対

応に関する事項 

（１）輸送障害等発生時の

連絡体制等 

 

 

 

 

 

（２）利用者等への情報提

供等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）振替輸送等 

 

 

 

 

・事故等により輸送障害等が発生

した場合の連絡方法について

は、社内緊急連絡体制に基づき

行っている。 

また、必要に応じ、警察署、消

防署等への連絡も行っている。 

 

・輸送障害時の列車内の旅客に対

する情報提供については、車掌

から情報提供を行っている。 

駅の旅客に対しての情報提供に

ついては、構内放送、急告版、

ＬＥＤ表示器（宮脇駅、筑波山

頂駅、つつじヶ丘駅）により行

っている。 

また、自社で輸送障害（天候不

良による運転中止を含む）が発

生した場合はアクセス交通であ

る関東鉄道（バス）、首都圏新都

市鉄道にも連絡し、筑波観光鉄

道に向かっている利用者に情報

提供を行っている。 

他方、首都圏新都市鉄道及びア

クセス交通である関東鉄道（バ

ス）において、輸送障害が発生

した場合は、筑波観光鉄道の利

用者に情報提供を行っている。 

 

・路線形態から、振替・代替輸送

については行っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・このような、他の事業者と連携

した利用者に対する情報提供は

評価できるので、今後も継続し

て行われることが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・引き続き、アクセス交通機関との 

情報交換を密にし、利用者への輸 

送障害等の情報提供に努めてまい

ります。 



（４）遅延証明 

 

 

・路線形態から、遅延証明書は発

行していない。 

 

 

 

 

８．災害対応等危機管理に

関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

・災害発生時の旅客対応を想定し

た訓練については、警察、消防

と連携した「テロ訓練」を行っ

ている他、自社における訓練と

して、新入社員を対象とした「救

助訓練」、トンネル内地震、火災

を想定した「救助訓練」、「緊急

地震速報対応行動訓練」等を実

施している。 

・今後とも年間を通して計画的に

訓練を実施し、災害時には安全

で迅速かつ的確な対応が行え

るよう、引き続き、全社的な取

り組みが期待される。 

 

・今後もお客様に安心してご利用し 

 ていただけるように、年間計画に 

 基づき、災害発生時を想定した訓 

練に努めてまいります。 

９．利用者からの意見等に

関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・利用者からの意見等は、電話・

ファックス・メール・手紙・来

訪等各種手段で受け付けてい

る。寄せられた意見等の全体件

数としては、平成２４年度は２

３件、平成２５年度は２０件で

ある。寄せられた内容としては、

御礼、施設（トイレの汚れ等）

についての内容が多い。寄せら

れた意見等は、幹部まで報告し

ている。 

また、春、秋に利用者へのアン

ケートを実施し運輸部の会議に

報告している。 

 

 

 

 

 

 

  



１０．係員の接遇等に関す

る事項 

（１）移動制約者対応への

教育について 

 

 

（２）上記以外の接遇に関

する研修 

 

 

（３）係員の勤務状況 

 

 

（４）旅客の犯罪に関する

駅職員等の対応 

 

 

 

（５）係員の配置 

 

（６）業務委託に関する事

項 

 

１１．その他のサービスに

関する事項 

（１）携帯電話の取扱 

 

 

 

 

 

（２）優先席 

 

 

 

 

・社員に対しての研修等について

は、新入社員の教育、研修会を

年１回実施している。 

 

・その他の研修については、京成

グループで開催している接遇研

修に参加している。 

 

・過去３年間に駅係員についての

不祥事は発生していない。 

 

・過去に暴力行為はない。また、

必要に応じ所轄警察署に報告・

相談・出動を要請することとな

っている。 

 

・全駅に係員が常駐している。 

 

・業務委託は実施していない。 

 

 

 

 

・携帯電話の取扱については、車

内においてマナーモードにし通

話はご遠慮して頂く様、ステッ

カー表示を実施し周知に努めて

いる。 

 

・優先席はない。 

 

 

  



 

（３）健康増進法への対応

（受動喫煙防止対策） 

 

 

（４）ベビーカー対応 

 

 

 

 

（５）女性専用車両導入に

ついて 

 

（６）遺失物の取扱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）ＡＥＤ設置について 

・駅構内、車内は終日全面禁煙と

しおり、ステッカー表示を実施

し周知に努めている。 

 

・ベビーカーの取扱については、

折りたたまずに車内に持ち込め

るとしており、特に利用制限は

設けていない。 

 

・女性専用車両の導入は行ってい

ない。 

 

・遺失物の取扱いについては、マ

ニュアルに基づき、拾得した駅

にて保管、管理している。 

その後、拾得した物については、

本社に連絡し、情報の共有を図

っている。 

拾得日から３日あるいは６日間

預かった後に、所轄の警察署に

届けている。 

 

・ＡＥＤについては、宮脇駅、筑

波山頂駅、つつじヶ丘駅、女体

山駅に設置している。 


